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平成23年3月11日
14時46分

マグニチュード９．０の地震発生
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１．学校法人東北学院の紹介



学校法人東北学院の構成

１．大学部門 （学生約１２、０００名）
大学院（１２専攻） 、文学部（５学科）、経済学部（２学科）
経営学部、法学部、工学部（４学科）、教養学部（４学科）

２．高校部門
東北学院高校 （学生約１，２００名）

榴ヶ岡高校（学生約９２０名）

３．中学部門
東北学院中学校（学生約５００名）

４．幼稚園部門
東北学院幼稚園（園児約１５０名）

本学は、1886年に私塾「仙台神学校」として開設され125周年を迎えました。

宮城県内に3つのキャンパス（土樋、泉、多賀城）に分かれています。
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文学・経済・経
営・法学・教養

約6,000名

工学
約2,100名

キャンパス構成

文学・経済・
経営・法学
約4,200名

１，２年生

３，４年生

1,2,3,4年生
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多賀城キャンパスの近くまで津波が到達

国土地理院HPより抜粋



7

多賀城キャンパス

ＪＲ線

砂押川



津波直後の多賀城市内の様子（１）
（多賀城キャンパスまで約５００ｍ付近）



津波直後の多賀城市内の様子（２）
（多賀城キャンパスまで約５００ｍ付近）
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２．地震発生時の対応と被害状況
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土樋キャンパス

泉キャンパス 多賀城キャンパス

学生＋住民：約３５０人
・水道：一部使用不可
・電気：完全停電
・ガス：完全ストップ

学生＋住民：約４００人
・水道：完全ストップ
・電気：完全停電
・ガス：完全ストップ

学生＋住民：約１００人
・水道：完全ストップ
・電気：完全停電
・ガス：完全ストップ

地震発生時のキャンパスの状況（3月11日）
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土樋キャンパス：東北大学へ避難
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多賀城キャンパス：避難
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（多賀城キャンパス：避難）



15

土樋キャンパス：避難所（体育館）
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多賀城キャンパス：避難所（礼拝堂）
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多賀城キャンパス：避難所（礼拝堂）
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東北学院幼稚園
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被害：土樋キャンパス（教室）



20

被害：土樋キャンパス（教室）



被害：土樋キャンパス（５号館）



被害：土樋キャンパス（礼拝堂）
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（被害：泉キャンパス（図書館）
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被害：泉キャンパス（図書館）



25

被害：土樋キャンパス（研究室）
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被害：泉キャンパス（研究室）
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被害：多賀城キャンパス（事務室）
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被害：泉キャンパス（事務室）
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被害：多賀城キャンパス（事務室）
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被害：泉キャンパス（事務室）
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被害：多賀城キャンパス（行政の避難所）
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３．学内体制（災害対策本部）
見えてきた課題
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対策本部
（土樋キャンパス）

対策本部
（土樋キャンパス）

対策室

（泉キャンパス）

対策室

（泉キャンパス）

対策室

（多賀城キャンパス）

対策室

（多賀城キャンパス）

ＴＶ会議
（１０時、１６時）

キャンパス
対策会議

学部
対策会議

キャンパス
対策会議

学部
対策会議

キャンパス
対策会議

学部
対策会議

災害対策委員会
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対策本部での主な業務

役職者が中心となって、
被害状況、復旧状況、復旧計画などの報告

・学内施設について（施設部が中心）

・学内情報基盤について（情報システム部が中心）

・講義再開について（教務部が中心）

・教職員・学生の安否情報の集計
（庶務部・学生部が中心）

役職者が中心となって、
被害状況、復旧状況、復旧計画などの報告

・学内施設について（施設部が中心）

・学内情報基盤について（情報システム部が中心）

・講義再開について（教務部が中心）

・教職員・学生の安否情報の集計
（庶務部・学生部が中心）
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対策室での主な業務

●キャンパス対策会議
・キャンパス内の詳細な被害状況確認と復旧計画
・図書館、情報処理センターなど復旧（職員が中心）
・教員の研究室と実験室の復旧（教員と学生が中心）

●キャンパス対策会議
・キャンパス内の詳細な被害状況確認と復旧計画
・図書館、情報処理センターなど復旧（職員が中心）
・教員の研究室と実験室の復旧（教員と学生が中心）

●学部対策会議
・学部所属学生の安否確認と被害状況の確認

（安否確認システムのデータ、大学から直接連絡）
・講義再開について

●学部対策会議
・学部所属学生の安否確認と被害状況の確認

（安否確認システムのデータ、大学から直接連絡）
・講義再開について

対策室

キャンパス
対策会議

学部
対策会議



36

見えてきた課題（学内体制）

１．各キャンパスの災害状況の把握方法の再検討

２．災害時の教職員の役割の明確化（特に教員）
（いろいろな場面を想定）

３．安否確認方法の再検討
（システムで確認できたのは約1割程度）

４．震災対策本部と
キャンパス対策会議／学部対策会議との連携

５．学生がキャンパスにいる場合の避難方法の検討

６．避難訓練の実施の必要性（複数の場面を想定）
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４．情報基盤
見えてきた課題
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土樋キャンパス
情報処理センター

（設置：１階）

泉キャンパス
情報処理センター

（設置：３階）

多賀城キャンパス
情報処理センター

（設置：３階）

東北学院大学の情報システム環境

ネットワークシステム

統合事務システム
（設置：４階）

６ＧＢ

外部

外部

センタサーバ：３階
センタサーバ：１階

ネットワークサーバ：１階

ネットワークサーバ：１階
ネットワークサーバ：３階

センタサーバ：１階

４ＧＢ

４ＧＢ



(1)ネットワーク・システム

・多賀城キャンパス： フロアスイッチ収納盤

・泉キャンパス： 通信ラック、情報コンセント

(2)情報処理センター

・多賀城キャンパス ： テープドライブ

・泉キャンパス ： テープドライブ、クライアントパソコン、

モニタ、プリンタ

・土樋キャンパス ： なし

(3)事務用システム

・クライアント パソコン、モニタ、キーボード、プリンタ

40

情報システムの主な機器の被害
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泉キャンパス情報処理センターの復旧

３キャンパスの情報処理センターの被害は大きく異なった、
甚大な被害を受けた泉情報処理センターの復旧について
説明します。



泉情報処理センターの構成
～ネットブート型シンクライアントシステム～

講義用
端末イメージＡ

第１コンピュータ室

第３コンピュータ室

第５コンピュータ室

第２コンピュータ室
（自習室）

第４コンピュータ室

第６コンピュータ室 第７コンピュータ室

ＰＶＳシステム管理

ＰＶＳ Ｉ／Ｏサーバ
(10台)

講義用
端末イメージＢ

教員用
端末イメージ

講義用
端末イメージＡ

講義用
端末イメージＢ

教員用
端末イメージ

講義用
端末イメージＡ

講義用
端末イメージＡ

講義用
端末イメージＡ

講義用
端末イメージＡ

ＰＶＳログインサーバ
(2台)

端末イメージ配布

（７２台）

（７２台）

（７台）

（１０２台）

（４２台）

（２７台）

（８０台）

７教室、４００以上のクライアントＰＣ
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入り口の被害状況（泉情報処理センター）

サーバー
教室（PC、プリンター、その他）

受付
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受付の被害状況（泉情報処理センター）
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復旧後の受付（泉情報処理センター）
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事務室の被害状況（１） （泉情報処理センター）
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事務室の被害状況（２） （泉情報処理センター）
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復旧後の事務室（泉情報処理センター）
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サーバ室の被害状況（１）
（泉情報処理センター）
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サーバ室の被害状況（２） （泉情報処理センター）
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サーバ室の被害状況（３） （泉情報処理センター）
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サーバ室の被害状況（４） （泉情報処理センター）
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教室の被害状況（１） （泉情報処理センター）
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教室の被害状況（２） （泉情報処理センター）
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教室の被害状況（３） （泉情報処理センター）
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教室の被害状況（４） （泉情報処理センター）
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教室の被害状況（５） （泉情報処理センター）



泉情報処理センターの復旧作業(本震時）

（１）3月15日（火） ：大学立ち入り許可 (9:30-16:30)
（２）3月16日（水） ：建物安全確認、電源の確認

：ネットワークシステム復旧作業開始
（３）3月17日（木） ：HPと電子メールのみ再開

（４）3月22日（火） ：教室などの片付け作業開始

（５）3月29日(火）：クライアントPC、サーバ、プリンターの復旧作業開始

（６）4月5日（火）：４月中頃にシステム再開
できることを確認・報告

（残りは年度切替え作業、新年度講義環境の構築）

◎3月11日（金） ：地震発生（全館停電、断水）
3月11日から14日まで 大学閉館

4月7日（木）余震発生

断水



59

泉情報処理センターの復旧作業（余震時）

（１）4月11日（月）：大学立ち入り許可
(作業手順は本震復旧と同じ)

（２）4月22日（金）：システム再開できること
を確認・報告

（残りは年度切り替え作業、新年度講義環境の構築）

（３）4月27日(水） ：教員に講義準備のための教室開放

（４）4月30日(土）：講義再開できる状態に復旧

◎4月7日（木） ：余震発生（全館停電、断水）

5月9日（月） 講義再開

断水

5月7日まで
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短時間で復旧できた要因

（１）教職員の献身的な努力
学生を一日も早くキャンパスに戻したい

（２）企業の全面的な協力（リモートからの確認も含めて）
日頃からの信頼関係の構築

（３）シンクライアントを採用したこと



１．テレビ会議システム

(1)移動する必要がなくなった

・ガソリン不足、交通機関の復旧の遅れ

２．ホームページ

(1)情報公開

・学生・新入生・保護者等への情報提供（行事変更ほか）

・安否確認のお願いなど

３．電子メール
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震災復旧にあたって活用できたもの



１．学生安否確認システム

(1)登録していた学生が少ない

• 全学生数：12,445名

• 登録学生数：4,092名

• 回答学生数：1,578名

(2)メールアドレスの変更をしていない

(3)課題：いかに登録者を増やすか

・履修登録システムとの連携

・新入生ガイダンス時に登録を指導

（参考）河北新報の新聞記事参照
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震災復旧にあたって活用できなかったもの
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安否確認システムの概要 （ＡＳＰで運用）

サーバー

登 録
・学籍番号
・名前
・パスワード
・保護者

運用開始
指示

学 生

災害対策本部

保護者保護者

返信データ

学 生
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（参考）
河北新報の新聞記事

（9月4日）

・大学内にサーバ構築
・登録者が少ない
・他の復旧業務に追われて

（地域の避難所）

・学外のシステムの利用
・複数校との連携
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見えてきた課題（情報基盤）

１．各キャンパスの正確な状況を把握ための環境の確立

２．教職員・学生間の情報伝達基盤の確立
電子ﾒｰﾙの別経路の確保（自動的）

３．サーバ構築のルールの確立
分散されていたため、復旧、連携確認に時間と手数必要

４．災害時における他大学との業務継続のための連携

５．災害復旧のためのマニュアルの整備
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予想もしていなかったできごと
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サーバ室の加湿対策（１）
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サーバ室の加湿対策（２）
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５．むすび
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見えてきた課題（学内体制）

１．各キャンパスの災害状況の把握方法の再検討

２．災害時の教職員の役割の明確化（特に教員）
（いろいろな場面を想定）

３．安否確認方法の再検討
（システムで確認できたのは約1割程度）

４．震災対策本部と
キャンパス対策会議／学部対策会議との連携

５．学生がキャンパスにいる場合の避難方法の検討

６．避難訓練の実施の必要性（複数の場面を想定）
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見えてきた課題（情報基盤）

１．各キャンパスの正確な状況を把握ための環境の確立

２．教職員・学生間の情報伝達基盤の確立
電子ﾒｰﾙの別経路の確保（自動的）

３．サーバ構築のルールの確立
分散されていたため、復旧、連携確認に時間と手数必要

４．災害時における他大学との業務継続のための連携

５．災害復旧のためのマニュアルの整備
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見えてきた課題（その他）

１．災害時の地域社会との連携の再検討
２．災害対策備品の確保

・人数（学生、教職員、地域住民）
・季節によって必要なものが異なる

３．電源、水道などのライフラインのバックアップ系の再検討
自家発電装置、簡易トイレなど

４．教職員の生活維持対策
・買い物する時間の確保
・生活維持のための用品

（食材、懐中電灯、飲料水など）



災害に強い情報基盤環境を構築する必要がある

(1)データセンター（ハウジング）の活用

・ネットワークシステム（平成24年10月開始予定）

・事務システム （平成25年10月開始予定）

＊情報基盤システムの構築

・情報処理センター （平成26年4月開始予定）

(2)ASPの活用

・電子メールシステム

・ホームページサーバ（平成24年4月開始予定）

・安否確認システム
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新しい情報基盤構築へ新しい情報基盤構築へ
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教務データ

教職員データ

研究データ

データセンター

ネットワーク基盤

学生データ 事務データ

統合認証基盤

学院ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

情報教育基盤

事務処理基盤 学生支援基盤

（重要：クライアントにデータを残さない）



76

本学学生の被害状況

（１）亡くなった学生数
在学生：死亡４名、行方不明１名
新入生：死亡１名、行方不明１名

（２）家族を亡くした学生数
主たる家計維持者の死亡または行方不明５名

（３）自宅が全壊、半壊した学生
（5月25日現在、罹災証明書を提出した学生分）
全壊・流失・大規模半壊：３１２名
半壊 ： ４４名

この他、福島原発による避難指示・避難勧告等により
自宅を長期にわたって 使用できないものが３１件



「学生が一日も早くキャンパスに戻ってくること」

夢みながら教職員が必死になって復旧に
取り組みました。

・毎日、リックにペットボトルを入れて
・自転車や徒歩

現在、キャンパスには学生が戻り明るい声がいっぱいです。
そのような学生の姿を見ていると、あの時の辛かったこと
もすべて忘れてしまいます。
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しかし、今も避難所から通学している学生や交通機関
が復旧していないために、数倍の時間をかけながら通学
している学生も多くいます。また、家族を亡くし勉学の
意欲をなくしてしまった学生もいます。

これらの学生への長期的な支援が必要と考えています。

さらに、人生の節目である、卒業式と入学式をすること
ができなかったことが、学生に申し訳ないと思っています。
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ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました
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